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「データ科学」への言葉による応援 
吉村 功 

 私は，外来語のカタカナ表記を好みません．適

切な訳語がないときのみカタカナ表記を使います．

例えば“データ”はその一つです． 

 データの定義は人や辞書によって微妙に違いま

すが，London の本屋で書棚にずらりと並んでい

た The Chambers Dictionary には，“data: facts given 
from which other information may be inferred; such 
facts, in the form of numbers or characters, which can 
be input to a computer.”と説明されていました．私

はこの説明が気に入って，以後，これを定義とし

ています． 

学問を短い単語で表現するのは難しいもので，

統計学，統計科学，応用統計学，行動計量学，計

量生物学，計算機統計学，計量心理学，等は内容

に重複部分が多く，これらに関する研究や活用を

行っている人は，自分の専門分野を外部の人に伝

えるのに迷うことが少なくないと思います． 

私は，「専門分野は応用統計学です」と言ってき

ましたが，違和感を持ち続けていました． 

違和感の源は，世間の人が持つ「統計」のイメ

ージと私がやっていることに違いがあることです．

世間で統計というと，人口統計のようなものを思

い浮かべると思いますが，私のやっていることは

それと違って，「データを適切に使うこと」だから

です． 

私がデータ科学（data science）という用語を初

めて意識したのは，1996年3月に神戸で開催され

た the Fifth Conference of the international Federation 
of Classification Societies (IFCS-96) でした．その会

議では，林知己夫先生が“What is Data Science?”
という表題で，先生が長年携わってこられた日本

の国民性研究の経験を披露して，“Design for Data, 

Collection of Data, Analysis of Data”という模式の説

明をされました． 

正直なところ私は，例示された内容よりデータ

科学という用語に惹かれました．統計科学や応用

統計学よりこの方がいいなあ，と思ったのです． 

その後，慶應大学の柴田里程先生がデータサイ

エンスという用語を頻用して，講義や講演を行っ

たり，一連の書籍出版を試みられたりされていま

したので，良いぞ，良いぞ，と蔭ながら応援して

いました．でも，自分の専門はデータ科学だと言

うようにはなれませんでした．データ科学では，

自分がやっていることを世間に理解してもらえな

いと思ったからです． 

ところが驚いたことに，今は，データサイエン

ス学部が3大学にできる時勢になっているのです．

過去数十年，日本の多くの先人が「統計学科」と

いうような表題で実現したかった教育課程ができ

ているのです．これが時代というものなのでしょ

うね．私としては，隠棲の地から，言葉で，頑張

ってねと言うことにします． 
 

吉村 功 
（よしむら・いさお） 
日本行動計量学会名誉会員 
東京大学大学院応用物理学専攻

課程1964年修了，1964年東大講

師，1968 年名古屋大学助教授，

1992 年東京理科大学教授，2007
年 3 月退職．本学会では，1991

年の第19回大会の委員長を務めたほか，理事，監事等を歴任

し，2013年に林知己夫賞を受賞． 
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役員異動のお知らせ 

・広報委員会 SNS戦略小委員会 
 委員： 
  篠原 正裕（退任） 
 
・広報委員会 インターネット小委員会 
 委員： 
   篠原 正裕（就任） 

 
 

日本行動計量学会第48回大会のお知らせ 

 
大会実行委員長 

 竹村和久（早稲田大学） 

 
日本行動計量学会第48 回大会は，2020 年 9 月1

日から 4 日まで早稲田大学戸山キャンパスで開催さ

せて頂くことになりました．早稲田大学戸山キャン

パスは，地下鉄東西線早稲田駅から徒歩 3 分の便利

な位置にあります．早稲田大学戸山キャンパスには，

文学部，文化構想学部がありますが，両学部の源流

には，坪内逍遥博士らによる東京専門学校文学科創

設（1890年）にまで遡ることができます．文学科創

設以来，「学問の自由」「清新な気風」「個性豊かな在

野の学風」という建学の精神のもと，教育・研究の

さらなる充実を推進しようとしています．文学科創

設当時は，坪内逍遥博士も心理学を講じたと伝えら

れています．また，本校の創立者の大隈重信は，杉

亨二らが何回も明治政府に要望していた統計機構の

拡大強化の建議を基に，統計院の創設を決意し，

1881 年（明治 14 年）4 月に統計院の設立について

建議し，統計院が同年 5 月に設置されると，自ら院

長に就任しました．このように，本校は，心理学，

統計の実務に関する長い歴史を持っており，さらに

は，行動計量学関係の多くの研究者を輩出しており，

行動計量学とも関連の深い歴史を持つとも言えるか

もしれません． 
早稲田大学で行動計量学会大会を開催するのは実

ははじめてになります．大会実行委員会は，早稲田

大学の教員，早稲田大学院文学研究科心理学コース

の大学院や大学院ＯＢを中心に構成されております．

本大会の会期の 9 月初旬は，例年，他の学会大会も

重なる時期で，会員の皆様にとってもご多忙な時期

かと存じますが，どうか是非ご参加いただけますよ

う何卒よろしくお願いいたします． 
 

 
  

 
 

運営委員会より 
 

2019年秋の行動計量セミナー開催報告 

      運営委員会委員  
土田 潤 (東京理科大学) 

 
2019 年11 月2 日（土），東京理科大学葛飾キ

ャンパスにおきまして，2019 秋の行動計量セミ

ナーを開催致しました．昨年度の電気通信大学で

の開催が第二回目でしたので，今回は第三回目の

開催ということになります．セミナー題目は「関

数データ解析の基礎と使い方」であり，講師は滋

賀大学の松井秀俊先生，岡山大学の山本倫生先生，

静岡大学の荒木由布子先生にお願いしました．  
本セミナーの内容は，関数データがどこでどの

ように得られるかから始まり，得られた関数デー

タに対する代表的な解析手法の紹介をするという

もので，関数データに馴染みがない参加者にもわ

かりやすく，関数データとその解析法について理

解を深まるものでした． 
参加者は100名を超し，盛会のうちに終えまし

た．ご尽力いただきました松井先生，山本先生，

荒木先生には心より御礼申し上げます 
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セミナー参加者の感想 
菅野剛 (日本大学) 
今回のセミナーでは，関数データ解析という私

が全く知らない内容を，講師の先生方がとても分

かりやすく御教授賜りました．しかも教材はスラ

イドがPDFで事前に配布され，当日もWiFiが繋

がり，理論的な御講義のみならず，R のコードや

データも入手できて，自分で実際に試すことが出

来ました．受講者の学習へのあたたかい配慮が，

随所に感じられました．非力な私の場合は，教わ

った内容をすべて理解し，すぐに研究で活用する

には残念ながら至りません．しかし，自分一人で

は到底知り得ない分野に触れることが出来て，視

野が広がり，新しい発見がいくつも感じられまし

た．至れり尽くせりの，もったいないぐらいの至

福の学びの場でした．日々の業務に埋もれがちな

中，時折，行動計量学会のセミナーに参加させて

頂き，第一線で活躍される先生方の御講義に触れ

られることは心の救いです．このような環境を提

供・実現するには，様々な事前準備と労力がかか

っていること間違いありません．鈴木先生を始め

とする委員会の先生方・講師の先生方，お忙しい

中，貴重な得難い機会を御提供下さりまして，誠

に有難うございます．深く感謝を申し上げます． 
 
森川耕輔（大阪大学） 
関数データ解析とは，各個体に対し繰り返し測

定・観測されるデータを単に”点”の集まりとし

て見るのではなく，”曲線（関数）”と見做して解

析する手法である．観測時点が個体ごとに異なる，

欠損があるといった古典的な解析手法の適用が困

難なデータにも適用可能ということで近年注目を

集めており，そのようなセミナーがRの演習付き

で開催されるということで参加した．現地の会場

はほぼ満席になる盛況ぶりだった．始めに荒木先

生と松井先生が関数データ解析の理論の入門的な

解説と最先端の応用例の紹介を行い，山本先生が

より高度な理論的解説を行うという分担で進めら

れていた．講師陣のバックグラウンドが異なるた

め，応用例も多岐に渡っており非常に興味深かっ

た．また私個人としては，理論的な側面にも興味

がありその部分も分かり易く解説されており，関

数データ解析の初学者にとっては包括的な非常に

有意義なセミナーであった．Rコードに関しては

当日実行する時間はあまり無かったため，後日改

めて実行したが良い復習になった．末筆ながら講

師の松井秀俊先生，山本倫生先生，荒木由布子先

生，実行委員会の先生各位のご尽力に参加者を代

表して感謝申し上げる． 
 

第 105回 行動計量シンポジウム報告 

ベイズモデリングと心理学 

小杉考司 (専修大学) 

 
人工知能基本問題研究会（SIG-FPAI)は企画シ

ンポジウムとして，「ベイズモデリングと心理学」

と題したセッションを開催いたしました．このセ

ッションは日本行動計量学会との共催です．行動

計量学会は最も広い意味での人間の行動に関する

計量的方法の開発と，その様々な分野への適用に

ついて研究することを旨とした学会で，統計，計

算機科学，心理，経済，マーケティングなど様々

な領域に興味関心のある会員によって構成されて

います．今回は，この春から学会に設けられた研

究部会である心理モデリング部会を招いての講演

を行いました． 
行動計量学と心理学，人工知能学会との関係に

ついての簡単な挨拶があったあと，6 件の研究発

表がありました．内容は認知メカニズムに関する

モデル，臨床心理学にも応用可能な学習心理学の

モデル，社会心理学や教育心理学的観点からデー

タを解析するモデルなど心理学のバックグラウン

ドに根ざした統計モデルに加え，交通行動からは
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反応時間から注意力を計算するモデル，ウェブ閲

覧者の行動データを予測・説明するモデル，さら

に麻雀ゲームの解析から麻雀というゲームの特徴

や構造を見出そうとするモデルなど，応用可能性

の高いモデルも発表されました． 
人工知能も元をたどればその源流の一部は認知

心理学にたどり着きます．心理学では心というモ

デルを考えるために，研究方法や測定方法の統一

化を図ってきた学問ですが，昨今は確率的プログ

ラミング言語(StanやJAGS)の登場によって，よ

り自由にモデル的発想に基づいた研究が盛んにな

ってきたようです．今回のセッションをきっかけ

に，心理学や行動計量学などと連携する可能性が

広がることを期待しています． 
 

 
 
 

広報委員会より 

 

広報委員会委員長         

尾崎幸謙（筑波大学） 

 

学会 Webページの変更・整備・更新 

 学会名の英語表記変更と Web ページの信頼性

向上のために，学会 Web ページについて，ドメ

イン名の変更と https 化を進めています．具体的

には https://bms.gr.jp/となる予定です．リニュー

アル版をリリースする際にはメールニュース等で

お伝えいたします． 

また，通常業務として Web ページの整備・更

新を行いました．新型コロナウイルス感染拡大防

止の観点から，残念ながら中止となってしまいま

したが，春の合宿セミナー，第106回行動計量シ

ンポジウムについての案内などのお知らせを掲載

いたしました．今後も会員の皆様に有益な情報が

提供できるよう引き続き Web ページの整備・更

新を行っていきたいと思います． 
 

メールニュースの配信 

 2019 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．配信数はほぼ前年並みでした． 
広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報提を募集しております．広報依頼の受付

のページ 
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 
から情報をお寄せ下さい． 
 

 
メールニュースの配信数 

 

学会 Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では日本行動計量学会に直接関

係する情報について学会ホームページの新着情報

が更新された際に対応するお知らせ記事を投稿し

ています．お知らせや記事をご覧になりましたら

是非記事を「シェア」していただきますようお願

いいたします．「シェア」していただけますと情報

共有の面で有用と思います． 
 

学会 Twitterでの情報提供 

 大会情報，シンポジウム情報，春の合宿セミナ

ー，新着論文等について情報提供を行っています．

3月6日現在，フォロワー数は377です．こちら

につきましても，「フォロー」をぜひお願い致しま

す． 
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【シリーズ海外レポート㉗】 

海外地方大学の魅力（前編）：ブレーメン経済工

科大学 
 

上野 雄史（静岡県立大学） 

はじめに 
今回，広報委員会会報小委員会の委員を務めて

いるご縁で，会報の海外レポートを執筆する機会

を頂きました．海外レポートを執筆する機会は二

回目になります． 
幸運なことに，9月と11月にスペインとドイツ

に大学の学務上の所用でうかがう機会がありまし

た．スペインの話は次回として 11 月に訪問した

ドイツの話を書こうと思います． 
訪問したのは，勤務校（静岡県立大学）の提携

校であるドイツのブレーメン経済工科大学です． 
 

ブレーメン音楽隊の街 
ブレーメンは北ドイツの地方都市で，ヴェーザ

ー河畔に位置する街です．近隣の大都市としては

ハンブルクがあります．特急で一時間程度のアク

セスです．なので，教員の中には，本宅はハンブ

ルクで，別宅はブレーメンという二重生活を行っ

ている人が多くいます． 
ブレーメンは人口約 57 万人の街で，11 位の都

市です．静岡市の人口約 70 万人と同じく中規模

の都市といえます．街歩きは非常にしやすく，ト

ラムが走っており，お金を掛けずに街の主要部を

回ることが出来ます． 
ブレーメンといえば，皆さんが思い出すのは，

グリム童話「ブレーメンの音楽隊」だと思います． 
「ブレーメンの音楽隊」は，音楽隊への入隊を

目指すためにブレーメンを目指すロバ，イヌ，ネ

コ，ニワトリのお話です．実はブレーメンを目指

している道半ばで，泥棒たちが住み着いている家

を見つけ，彼らを脅かし，追っ払い，その家に住

み着いてしまい，ブレーメンにたどり着くことな

く物語が終わります． 
「ブレーメンに到着していない」「音楽隊にも入

隊していない」という真相？はさておき，この街

でブレーメン音楽隊の像はシンボルになっていま

す．渋谷の忠犬ハチ公の像のようにここを訪れた

観光客がひっきりなしに記念撮影を撮り，ロバの

前足を触りにいきます（触ると幸運がおとずれる

ということです）．みんなが触るため，ロバの前足

が白くなっていることがお分かりになるでしょう

か． 
 

 
＜ブレーメン市庁舎横の音楽隊の像＞ 

 
ドイツの大学の特徴 
ブレーメン経済工科大学は，英語名とドイツ語

名で表記が次のように異なります． 
英語名： Bremen University of Applied 

Sciences 
ドイツ語名：Hochschule Bremen(HSB) 

となっています． 
大学の略称は，HSBが用いられいますので，以

下ではHSBの略称で話を進めていきます． 
実は，英語名とドイツ語名が大きく異なること

は，教員にとっては説明しにくく，混乱の元のよ

うです．しかしながら，大学名の違いからドイツ

の大学としての成り立ちの違いを知ることが出来

ます． 
ドイツの教育，大学の仕組みは日本とはかなり

異なりますので，ここでは Universität と

Hochschule の違いのみに焦点を当てます．ハイ

デルベルク大学，ボン大学などの伝統大学，歴史

的な大学はUniversitätになります． 
ドイツにおける Universität は，学問の始まり

である，哲学・神学・法学・医学を中心に構成さ

れています． 
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ハイデルベルク大学はドイツ最古の大学で

1386 年創立，比較的新しいとされるボン大学は

1818年創立です．大学としての歴史の古さで考え

れば，日本との違いは明確です． 
それに対して，Hochschule は，エンジニア，

ビジネス，マーケティング，IT系などの新しい学

問で構成されています．実践思考の傾向が強い，

Hochschule では，卒業までに半年間は企業や工

場などでインターンシップが課されています． 
伝統校においては社会科学の学部はないのか？

といえばそうではありません．社会科学分野につ

いては国家学 (Staatswissenschaft)の範囲に含

まれて考えられています． 
ハイデルベルク大学では，経済・社会科学部， 行

動科学・経験科学部が大学の新しい学部としてあ

ります．大学としての学部構成は異なりますが，

Universität において，哲学・神学・法学・医学

はコア（中心）の学部として構成されていること

がうかがえます． 
このように学問の考え方や大学の成り立ちがド

イツと日本では大きく異なるということが分かり

ます．つまり，Hochschule という名称を使った

時点で，専門職に近い大学であるというニュアン

スが含まれるため，英語の標記名に含まれる

Applied Sciencesがつけられていない，という事

です．私が今回の訪問したのは，伝統校の

Universitätではなく新興校のHochschuleです． 
 

 
＜HSBのキャンパス＞ 

 
新しい大学HSBと日本との違い 

HSBは，1988年に設立された州立単科大学で，

ドイツの中ではもっとも新しい大学の一つです．

伝統校にはない「新しさ」が大学の魅力であると

言えます．HSBは，本学以外の日本の数多くの大

学（例えば，上智大学，明治大学など）と提携を

行っており，教員，学生の交換も積極的におこな

っています．おそらく他のアジア（中国など）と

の提携も積極的に行われています（未確認ですが）． 
HSBは，ドイツ語，英語による経済学・政治学・

歴史学の講義，ヨーロッパ・ビジネス・スタディ

ーズの講義・ゼミがあり，ビジネスの現場に出る

前の実践力を鍛えるという意味ではユニークな大

学と言えます．大学全体の学生数は約 8,000 名，

教員数は専任教員約170 名で構成されています． 
HSBの教員の多くは，大手コンサルタント，監

査法人に勤めた経験があります．多くの教員が修

士・博士を修了しているケースが多く，プラクテ

ィカルとアカデミック，両方のキャリアを持ち合

わせています． 
ドイツの大学といえば，博士を取るのが難しい

とも言われていましたが，今ではアメリカ流の考

え方（コースワークを経て，一定の要件を満たせ

ば，博士号の取得が比較的容易に出来る）という

流れにあるようです． 
今回の訪問は，HSB で１コマ（90 分）の講義

を行うこと，共同研究の打ち合わせをすること，

という2つの目的がありました． 
HSBは大人数の講義もあるようですが，少人数

の講義も多くあります．私が担当した講義におい

ても少人数（10人弱）で行われました．本学にお

いても 10 人未満で行われる講義は幾つかあり，

小人数教育という点では共通しています． 
 ただ，今回の講義を通じて驚かされたのは，日

独の学生の質問力の違いです．勤務校の学生の場

合，まず質問が少なく，出された質問も授業の用

語や確認事項に留まることが多くあります（私の

経験上ですが）．一方で，HSBの学生の場合，「な

ぜそうなったのか？」という本質的な質問を数多

くしてきました． 
また英語力においても明確な違いがあります．

私は勤務校において，比較的英語が堪能な学生（国

際関係学部）を主な対象にした英語による講義を

行っています．HSBの学生も私の担当している学

生たちも同じ一年生でしたが，英語の講義に慣れ

ているためか，理解のスピードが速く，日本の講
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義と比べて半分ぐらいの時間で終わってしまいま

した（あまりにも早く終わったので，別のワーク

を用意しました）． 
 英語による講義に慣れており，かつ質問力を兼

ね備えたドイツの学生たちと勤務校の学生たちと

の差を感じ，今後の日本の大学教育に対する危機

感を抱くきっかけになりました． 
 

 
＜HSBの学生たち＞ 

 
ドイツの先生方との連続ディスカッション 

滞在中は午前・午後に切れ目なく打ち合わせが

入りました．ランチを食べながらのミーティング

もありましたが，多いのは，フリーディスカッシ

ョ形式でドンドン喋っていく形式でした． 
・貴方はどういった研究を行っているのか？ 
・その結果の意味と意義は何なのか？ 
・国際比較を考えた場合の論点と意義は？ 
 

 
＜ドイツの先生方とのランチミーティング＞ 

 
 

打ち合わせは，全て英語で行われました．また

日常的に英語に慣れているドイツの先生方は，会

話のマナーも心得ています． 
食堂で，先生方・事務員の皆さんと，偶然お会

いして，ランチをご一緒した際に，全員がその場

で英語での会話に切り替えてくださいました． 
「その人が分からない言葉でしゃべらない」と

いう気遣いをしてくださったお陰で，何を言われ

ているか分からない，ということが全くありませ

んでした． 
ちなみにドイツ人は真面目で日本人に近い，と

いう方もいますが，まったく異なるように思いま

した．まず，一番の違いは宗教観の近いでしょう． 
Universität において，必ず神学部があること

で分かるようにドイツはプロテスタントの国です． 
 

 
＜街のシンボルはやはり大聖堂＞ 

 
土日は多くのお店が締まり，家族と過ごすとい

うことを第一に考えています．なので，到着した

日は日曜日であったため，大変困りました（一部

のカフェは空いていましたが）． 
 働き方改革と言われますが，土日はみんな休む

ということが徹底されているので，土日に研究会

ということもないようです（例外はあるかもしれ

ませんが）． 
 ちなみに，今回のミーティングは全てランチ，

でした．次回に取り上げるスペインとは違い夜の

お付き合いは一切なかったです．一人寂しく（楽

しく）ビールを飲みに行ったりした，というのも

ブレーメンでの良い思い出です． 
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＜孤独なグルメを満喫しました＞ 

 
ドイツの大都市というと，ベルリン，ハンブル

ク，フランクフルトなどがありますが，こうした

街とは異なる魅力がブレーメンにあります．また 

ドイツにおける大学の成り立ちとして，伝統校，

新興校とを分け，伝統も大事にしながら，新しい

ものを取り込んでいく，ドイツの大学の強さを感

じる機会になりました． 
次回はドイツとは全く異なるラテン系の国のス

ペインの大学を取り上げます． 
 

上野 雄史 

（うえの・たけふみ） 
静岡県立大学経営情報

学部 准教授 

関西学院大学商学研究科博士

課程後期課程修了（博士 (商
学)）．静岡県立大学助手を経て，

現職．専門は会計学．当学会広報委員会委員． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019年度日本行動計量学会総会議事録 
日時：2019年9月5日（水）17:00～17:50 

場所：大阪大学 基礎工学B棟 B300教室 

 

1. 開会の辞 

 菊地事務局長より，開会の挨拶があった． 

2. 大会開催校代表挨拶 

 大阪大学の尾上孝雄副学長より，挨拶があった． 

3. 学会理事長挨拶 

 植野理事長より，挨拶があった． 

4. 議長選出 

 大阪大学の大野ゆう子会員が選出された． 

5. 報告および議事 

(1) 2018年度事業報告及び決算報告 

 菊地事務局長より，2018年度事業報告および決

算報告が行われた．続いて，村上監事より，決算

報告について6月4日に監査を行い，事実に相違

ないこと，理事会および各種委員会は適切に運営

されていることが報告され，すべて承認された． 

(2) 2019年度事業計画及び予算案 

 菊地事務局長より，2019年度事業計画および予

算案の説明があり，承認された． 

(3) 会則改正 

 菊地事務局長より，会則第5条と第8条の改正

について説明があり，承認された． 

(4) 名誉会員推薦 

 林学会賞選考委員長より，理事会が推薦した吉

村功会員が紹介され，承認された． 

6. 学会賞授与 

 林学会賞選考委員長より，学会賞受賞者とその

授賞理由の報告があった． 

 功績賞を前川眞一会員，優秀賞を鈴木讓会員，

藤田泰昌会員，奨励賞を宇都雅輝会員，出版賞を

吉村治正会員に授与する発表があり，植野理事長

より賞状および副賞が授与された． 

7. 次期大会開催校代表挨拶 

 竹村第48回大会実行委員長の代理として，大森

大会担当委員長より，第48回大会は，早稲田大学

戸山キャンパスで開催予定であり，日程はパラリ

ンピックを考慮して決定することが報告された． 

8. 大会実行委員長挨拶 

 狩野第47回大会実行委員長より，挨拶があった． 

9. 閉会の辞 

 菊地事務局長より，閉会の挨拶があった． 



日本 2018丁到 J百

収 入 予 算 羮 縮 予 実 丼 里 備 考

前年度繰越金 1.087.252 1.087.252

前年度事業未払繰誠令 3,536,024 3,536.024 和文 45-1、 欧文45

学会費 5.000.000 5.422000 422.000 滞納分支払いを含む
学会費 (次年度以降前受け分 ) 1,700,000 1.609,000 △ 91.000 前受け分
学会言志売上金 100.000 109000 9_000 雨 窓社 、第 46回大 会 抄 録 集 販売 (大会 終 了後 )
広告費 600,000 600.000 数理システム、北大路書房
預金利子 15 19

Behaviormetrika EII#i 1,150,682 1.150.682 2017年分
著作権料 8.000 10038 2038 Medica1 0nline、 出版者 著 作 権 管 理機 構
雑収入 269.568 269.568 第46回大会実行委員会からの寄付
各委員会からの返撮金等 354568 354.568 第 46回大 会 準 備金 、和 文 、研究 部 会
学会活動積立金取り崩し
事務局整備精立令取り崩し

会員名簿発行稽立金取り崩し

計 13_181.973口 q 14,148,151円 966,178円

支 出 予 算 実 績 予 冥 差 異

前年度事業未払分 3.536.024 3.536.024

学会誌制作費和文誌45-2 1.000.000 933.423 Z:ゝ 66.577

学会誌制作書和文言志46-1 1.000000 △  1.000000 2019年度に繰越 (確定 581.319円 )
学会誌制作費欧文誌46 2.700.000 △ 2.700.000 2019
シンポジウム・セミナー着用
各委員会活動費 450.000 450,000 和文、欧文、運営 (各 15万円 )
研究部会費 100.000 100.000 研究部会2件 (各 5万 円 |

学会事務委託書 1.500000 1,421,383 △ 78,617

印刷費等 3.000 △ 3.000

会 報 発 行 香 830000 808,142 △ 21,858

欧文誌郵送費 7.000 9.034 2.034 5-2

爵信 脅 3000 1,204 △  1,796

インターネット利用料 43.000 42.984 △ 16 会員向けメーリングリス 、ヽドメイン名
,肖新 品着 5000 3,067 △  1,933

会合費 210.000 235.079 25.079 理事会、大会時の委員 1 ざ等
雑 書 16000 15,768 △ 232

インターネットバンキング利用料 20.000 21.600 1.600 口

学会誌保管料等 87000 86,400 △ 600

J-staeei-ilEfi 210.000 161.028 △ 48.972

大会運営費 450,000 562,183 112.183

大会準備金 300.000 300.000
予備 晉 679,249 200 △ 679,049 口

各種分担金 30.000 30.000

会 員名 簿作 成

学会活動積立金
事務局整備精立令

学会富基金積立金

会員名簿作成費積立金

カード手数料 2,700 900 △  1.800

その他

当年度事業未払繰越金 3.281.319 3.281.319 46-1

次年度への繰誠金 2,148,413 2,148,413

計 13,181,973円 14,148.151円 966.178円

特別会計 (別 口座 ) 期 首 支 出 収 入 期 末 備 考

学会賞基金 (林知己夫賞 ) 2,908,594円 150.648円 24円 2,757.970円 功績賞10万 円 1名 、優秀賞5万円1件

学会賞基金 (肥田野・水野賞 ) 158,237円 30,648円 12円 127,601円 奨励賞3万円1名

学会賞基金 (杉山賞 ) 548,110円 50,000円 0円 498,110円 出版賞5万円1件

柳井レクチャー基金 698,056円 100,648円 0円 597.408円 講演者 1名 10万 円

学会活動積立金 6,364,469円 0円 54円 6.364.523円

会員名簿作成費積立金 937,771円 0円 8円 937,779円

事務局整備積立金 6,157,206円 0円 52円 6.157.258円

科学研究費補助金 0円 3,369,702円 3,400,000円 30,298円

国際情報発1言強化 (2018～ 2022年度 )、
170万円を2019年度に繰り越し、
残額30,298円を返還予定

寄付金 0円 0円 2000000円 2.000.000円 12/19、 2/14にご寄イ寸

日本行動計量学会        自 2018年4月 1日
至 2019年3月 31日

会計監査の結果、事実の通り、相違ないことを証します。
ヽ      ヽ

ジ1野 イ≧や
 ヽ    1

″十今 レ
↑U ノー
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備 考

l禾□5に 45-1ヽ 区欠:文45

会 重に4号 分

学 会 冨 関 係

.手数 料

大 会 業 務 李 計 果 本 料 ^Web運 営 讐 用

第 47回 大 会 分



収入 2019年度予算 2018年度実績 予実差異
前年度繰越金 2,148,413 1,087,252 △ 1,061,161
前年度事業未払繰越金 3,281,319 3,536,024 254,705
学会費 5,400,000 5,422,000 22,000
学会費（次年度以降前受け分） 1,600,000 1,609,000 9,000
学会誌売上金 100,000 109,000 9,000
広告費 600,000 600,000 0
預金利子 15 19 4
Behaviormetrika印税 1,733,426 1,150,682 △ 582,744
著作権料 8,000 10,038 2,038
雑収入 0 269,568 269,568
各委員会からの返還金等 0 354,568 354,568
学会活動積立金取り崩し 0 0 0
事務局整備積立金取り崩し 0 0 0
会員名簿発行積立金取り崩し 0 0 0

計 14,871,173円 14,148,151円 △ 723,022円

支出 2019年度予算 2018年度実績 予実差異
前年度事業未払分 3,281,319 3,536,024 254,705
学会誌制作費和文誌46-2 1,000,000 933,423 △ 66,577
学会誌制作費和文誌47-1 1,000,000 0 △ 1,000,000
学会誌制作費欧文誌47 2,750,000 0 △ 2,750,000
シンポジウム・セミナー費用 300,000 0 △ 300,000
各委員会活動費 450,000 450,000 0
研究部会費 150,000 100,000 △ 50,000
学会事務委託費 1,500,000 1,421,383 △ 78,617
印刷費等 3,000 0 △ 3,000
会報発行費 830,000 808,142 △ 21,858
欧文誌郵送費 10,000 9,034 △ 966
通信費 3,000 1,204 △ 1,796
インターネット利用料 44,000 42,984 △ 1,016
消耗品費 5,000 3,067 △ 1,933
会合費 250,000 235,079 △ 14,921
雑費 17,000 15,768 △ 1,232
インターネットバンキング利用料 26,500 21,600 △ 4,900
学会誌保管料等 89,000 86,400 △ 2,600
J-stageデータ作成 200,000 161,028 △ 38,972
大会運営費 580,000 562,183 △ 17,817
大会準備金 300,000 300,000 0
予備費 1,900,354 200 △ 1,900,154
各種分担金 30,000 30,000 0
会員名簿作成 0 0 0
学会活動積立金 0 0 0
事務局整備積立金 0 0 0
学会賞基金積立金 150,000 0 △ 150,000
会員名簿作成費積立金 0 0 0
カード手数料 2,000 900 △ 1,100
その他 0 0 0
当年度事業未払繰越金 0 3,281,319 3,281,319
次年度への繰越金 2,148,413 2,148,413

計 14,871,173円 14,148,151円 △ 723,022円

特別会計（別口座）　　　 期首 支出 収入 期末

学会賞基金（林知己夫賞） 2,757,970円 200,000円 150,000円 2,707,970円

学会賞基金（肥田野・水野賞） 127,601円 30,000円 0円 97,601円
学会賞基金（杉山賞） 498,110円 50,000円 0円 448,110円
柳井レクチャー基金 597,408円 100,000円 0円 497,408円

学会活動積立金 6,364,523円 450,328円 0円 5,914,195円

会員名簿作成費積立金 937,779円 120,589円 0円 817,190円
事務局整備積立金 6,157,258円 0円 0円 6,157,258円

科学研究費補助金 30,298円 3,530,298円 3,500,000円 0円

寄付金 2,000,000円 0円 0円 2,000,000円

日本行動計量学会 自 2019年4月1日
至 2020年3月31日

第48回大会分

会員向けメーリングリスト、ドメイン名

和文、欧文、運営（各15万円）

大会業務委託基本料、Web運営費用

学会賞関係文房具

奨励賞3万円1名

研究部会3件（各5万円）

和文46-1、欧文46
備考

和文45-2以降、大会抄録集

学会名義の銀行口座

実績は和文45-2

会報4号分

250万円＋消費税10%

講演者1名10万円
入会案内印刷50,328円、
学会webリニューアル40万円

統計関連学会連合3万円

日本行動計量学会2019年度予算
備考

滞納分支払いを含む
前受け分

2018年度分

国際情報発信強化（2018～2022年度）、
返還予定分30,298円、繰り越し分170万
円、2019年度分180万円

和文46-1、欧文46

15万円を学会賞基金（林知己夫賞）に積立（再開）

名簿作成

備考

功績賞10万円1名、優秀賞5万円2件、
15万円を一般会計より積立

出版賞5万円1件
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理事会議事録 
 

日本行動計量学会 2019年度第 2回理事会議事録 

 

日時： 2019年9月4日（水）17：50～19:50 

場所：大阪大学豊中キャンパス 基礎工学B棟3

階B301 

 
議事進行：植野真臣理事長 
理事出席者：足立浩平，岩崎学，植野真臣，大森

拓哉，岡太彬訓，岡田謙介，尾崎幸謙，狩野

裕，菊地賢一，椎名久美子，繁桝算男，清水

昌平，鈴木讓，鄭躍軍，中山厚穂，芳賀麻誉

美，松本渉，本村陽一，森裕一，山田剛史，

山本倫生，横山暁 (22名)，委任状6名 
監事出席者：村上隆 
陪席者：橋本貴充(書記) 
 
資料 

1. 2019年度第1回議事録案 

2. 総会関係 

 2-1. 2019年度総会議事次第 

 2-2. 2018年度事業報告 

 2-3. 2018年度決算 

 2-4. 2019年度事業計画案 

 2-5. 2019年度予算案 

 2-6. 日本行動計量学会会則 

 2-7. 会則変更点 

3. 資料アーカイブス委員会報告 

4. 入会申込書案 

 4-1. 正会員用 

 4-2. 準会員用 

 4-3. 賛助会員用 

5. 寄付金WG案 

6. 準会員の会費に関する検討材料 

7. 欧文誌編集委員会からの報告 

8. 和文誌編集委員会からの報告 

9. 運営委員会からの報告 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権27名（理事出

席21名，委任状6名）であり，理事会が成立して

いることが確認された． 

 

 

1. 議事録確認 

資料1にもとづき，2019年度第1回理事会の

議事録が承認された． 

2. 第 47回大会 

狩野大会実行委員長より，チュートリアルセ

ミナーおよび大会2日目までの参加者数につい

て報告があった． 

3. 第 48回大会 

大森大会担当委員長より，第48回大会は早稲

田大学戸山キャンパスにて，日程はパラリンピ

ックを考慮し再検討して行われることが報告さ

れた． 

4. 総会関係 

菊地事務局長より，資料2にもとづき，総会

次第の確認が行われた．総会では，理事が学会

運営に責任を持つ立場を明確にするために壇上

に並ぶことが確認された． 

5. 科研費関係 

菊地事務局長より，国際情報発信強化の科研

費について，昨年度の繰り越し分は

BehaviormetrikaのバックナンバーのSpringer 

Linkへの移行のために支出し， 9月1日に完了

したことが報告された．今年度分は，2020年3

月 7 日～8 日の日程で開催する国際シンポジウ

ムのために支出することが報告された． 

6. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

岡太編集委員長より，9 月 4 日昼に欧文誌編

集委員会を開催したことが報告された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料7にもとづ

き，Daniel Baier氏とMichael Lee氏を招いて

の国際シンポジウムを2020年3月7日～8日に

開催し，Baier 氏には Special Issue の企画を

依頼すること，Lee 氏には招待論文の執筆を依

頼することが報告された．2021年に，Ryan Baker

氏とDaniel Baier氏にSpecial Issueの企画を

依頼することが提案され，承認された．論文の

投稿・審査状況が報告された．Behaviormetrika

がCommittee on Publication Ethics (COPE) に

登録されたことが報告された． 

松本和文誌編集副委員長より，資料8にもと

づき，論文の投稿・審査状況が報告された． 

・第2次欧文誌検討委員会 

岡太委員長より，第2次欧文誌検討委員会の

活動を，9 月 5 日の総会をもって完了すること

が提案され，承認された． 
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・運営委員会 

鈴木委員長より，資料9にもとづき，春の合

宿セミナーの開催地を原則として固定する方向

で検討していることが報告された．春の合宿セ

ミナーの準備金を，返金を前提として事前に学

会から貸与を受けたいとの希望が出された．次

回以降の理事会に予算書を提出して，審議をす

ることとなった．また，秋のセミナーの企画を

検討中であることが報告された． 

・広報委員会 

尾崎委員長より，Web サイトのリニューアル

作業の進捗について報告があり，新サイト案に

ついての確認が呼びかけられた．トップページ

にイベントに関連する写真を掲載し，そのイベ

ントのページにリンクすることが提案され，承

認された．掲載する写真の加工に関わる費用に

ついては，今年度は予備費から支出することと

された．統計関連連合大会において，昨年と同

様に，日本行動計量学会のブースを設け，担当

者を配置し，入会案内および頒布用の

Behaviormetrika を置くことが報告され，来年

以降も同様の措置を取ることとなった． 

・組織検討委員会 

繁桝委員長より，現在の活動状況について報

告があった． 

・資料アーカイブス委員会 

松本委員長より，資料3にもとづき，「数理

科学」（特集「行動計量の動向」，1974年2月）

の電子化とWeb上での一般公開についての進捗

状況が報告された． 

・柳井レクチャー委員会 

大会担当委員会より，柳井レクチャーの講演

者を，年度内に決定して欲しいとの要望が出さ

れ，柳井レクチャー委員会にそのように依頼す

ることとなった． 

・イノベーション委員会 

岡太委員長より，9 月 5 日に委員会を開催予

定であることが報告された． 

・統計関連学会連合 

岡太担当理事より，統計関連学会連合大会が

9月8日～12日に開催されることが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，入

会，退会，種別変更の申請報告があり，承認さ

れた． 

回覧資料にもとづき，学会賞選考委員の氏名

が理事に公表された． 

柳井レクチャー講演者に関するメール会議と，

会則改正に関するメール会議が承認されたこと

が確認された． 

資料4にもとづき，入会申込書の改定案が示

され，承認された．Web 入会申込書の内容も同

様とすることとされた． 

資料5にもとづき，寄付金WGのメンバーの案

が提案され，承認された．メンバーの追加は，

WGに一任された． 

資料6にもとづき，会費の支払い方法と準会

員の会費について事務局で検討した結果が報告

された．当面，現状のままとすることとされた． 

7. その他 

・次回理事会は後日日程を調整の上，2019 年 11

月を目安に大学入試センターにて開催予定． 

以上 
 
 

学会協賛イベントについて 
     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2020年 

3月11日 

第36回ファジィシス

テムシンポジウム 

2020年 

9 月 7 日-9

日 

2020年 

2月10日 

第63回自動制御連合

講演会 
2020年 

11 月 18 日

-20日 

2020年 

1月17日 

第２回WiDS 

Tokyo@Yokohama City 

University 

2020年 

3月18日 

（2019 年7 月20日～2020年3 月11日承認のも

の） 
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会員の著書等 

 
 
金明哲（監）財津亘（著）『犯罪捜査のためのテキ

ストマイニング―文章の指紋を探り，サイバー犯

罪に挑む計量的文体分析の手法』，共立出版，2019
年1月 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Kazuhisa Takemura（著）『Foundations of 
Economic Psychology: A Behavioral and 
Mathematical Approach』，Springer，2019年8
月 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

竹村和久・高橋英彦（監訳）『神経経済学と意思決

定―心理学，神経科学，行動経済学からの総合的

展望（認知心理学のフロンティア）』，北大路書房，

2019年9月 
 

 
 

辻幸夫（監編）楠見孝・菅井三実・野村益寛・堀

江薫・吉村公宏（編）『認知言語学大事典』，北大

路書房，2019年10月 
 

 
 

楠見孝・田中優子（訳）『大学生のためのクリティ

カルシンキング―学びの基礎から教える実践へ』，

北大路書房，2019年11月 
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豊田秀樹（編著）武藤拓之・久保沙織・岡律子・

秋山隆・伊東宏樹・伊藤瑛志・松木祐馬・坂本次

郎・山森光陽・宋財泫・矢内勇生・土田尚弘・馬

景昊・永野駿太・五島光・松浦拓也・小野滋・登

藤直弥・梅垣佑介・山根嵩史・山田剛史（著）『た

のしいベイズモデリング2―事例で拓く研究のフ

ロンティア』，北大路書房，2019年11月 

 
 

芝井清久（著）『東アジアの核拡散と欧州の核不拡

散のトレード・オフ―東アジア非核化に向けた歴

史の理論的考察』，北大路書房，2019年11月 

 
 

Takashi Inoguchi（著）『The Sage Handbook of 
Asian Foreign Policy』，Sage Publications Ltd，
2019年12月 

 

Nobuoki Eshima（著）『Statistical Data Analysis 
and Entropy』，Springer，2020年1月 
 

 
 
 
鈴木讓（著）『統計的機械学習の数理100問 with 
R（機械学習の数理100問シリーズ1）』，共立出

版，2020年3月 
 

 
 
D.E.Holmes (著), 岩崎 学 (訳)『ビッグデータ超

入門』東京化学同人，2020年3月 
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樋口耕一（著）『社会調査のための計量テキスト分

析―内容分析の継承と発展を目指して 第 2 版』，

ナカニシヤ出版，2020年4月 

 
 
 

会員からのお知らせ 

Jean-Paul Benzécriの在りし日 

西里静彦（トロント大学） 
 
学界の巨星 Jean-Paul Benzécri が 2019 年 11

月 24 日に亡くなりました．私より 7 歳年上の彼

は世界に名声を博した国際的な学者でした．しか

し実際には個人的に彼を知る海外の研究者は意外

に少なかったと思います．彼はアメリカのプリン

ストン大学で微分幾何学を学んだと聞いたことが

ありますが事実は知りません．それは客船渡航の

時代のころです．1980年代にMichel Tenenhaus 
が Benzécri は飛行機に乗るのが嫌いだし，ヨー

ロッパの中でもあまり学会には出席しないと言っ

ていたのを思い出します．1990年代の初頭，私が

北米分類学会のメンバーシップコミテイーのチェ

アをしていた時，北米の大会の招待講演者として

Benzécriを招いては，という提案が出されました．

その時Phips Arabieが「Benzécriは飛行機が嫌

いだから」と言ったのを覚えています．海外に出

ない彼はフランスの学界のみならず世界の大帝で

した． 
 私が彼に最初に会ったのは Pierre-et-Marie- 
Curie 大学に彼を訪ねたときでした．それは拙著

(Nishisato, S. Analysis of Categorical Data: 
Dual Scaling and Its Applications. University of 

Toronto Press, 1980) が出版されて間もなくのこ

と，Michael J. Greenacre が彼の下で博士論文を

おわり，Fion Murtaghがそこで博士論文を書い

ている頃でした．Benzécriは一見ラスプーチンの

様に髭の僧侶を思わせる風貌で，多くの学者を指

導したという頑強さと威厳は外面に全くみられず

静かに話す大変穏やかな学者でした．握手も柔ら

かい手ごたえでした．その時彼に拙著を寄贈しま

したが，「メルシーボークー」以外の反応はありま

せんでした． 
 その後彼には2回学会で会いましたが，彼のフ

ランスにおける影響が如何に強かったかは学会に

出るたびに思い知らされました．こちらの発表を

聞いてフランスの学者は「それは Benzécri が，

すでに講義で話していたことだ」ということをし

ばしば聞きました．おそらくあの有名な Louis 
Guttman も同じような経験をしていたのでしょ

う．ある学会で彼と一緒に座った時，Brigette 
Escofierの発表に対して，「それと同じ研究はトロ

ントで 10 年前に出た」という私の発言に，

Guttman は立ち上がって「Good show！(お見

事！)」といって私に強い握手をくれました．研究

者は皆自我のかたまり，Guttman の胸がそれで

すっきりしたのでしょう．確かに数量化理論に関

しては 1941 年に発表した Guttman の論文が

Benzécriの研究に先んじていましたが，フランス

では Benzécri が数量化理論の生みの親だとあが

められていた時代で，その時 Guttman は招待講

演者の一人にすぎなかったのです．1987 年に

Weingarden & NishisatoがCanadian Journal of 
Marketing Research に順位データと一対比較デ

ータの数量化の比較をした論文を書いたときのこ

とです．即刻手紙をくれたのは恐れ多くも

Benzécriで「同じような研究はフランスでもした」

ということでした．この時，我々研究者は皆同類

だということを発見しました．ただ彼は誰よりも

一段上にいたことは明らかで，多くのフランスの

研究者に会うたびに如何に広く強く Benzécri の

影響，薫陶がフランスの学界に広がっていたかを

知らされました．1976年に発刊され1990年の半

ばに廃刊になった数量化理論を中心とした研究誌

Cahiers des Analyse des DonnésもBenzécriと彼

の多くの弟子が世に残した大きな貴重な遺産です． 
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 2019 年には John C. Gower に次いで

Jean-Paul Benzécriがなくなり，世代が完全に交

代しました．最近の学術誌をみますと前時代の様

に何十年前の研究にまで研究の原点を求めること

が少なくなり，内容と方法論も現代的で我々老輩

は益々前時代に取り残された感じがします．しか

し，数量化理論に関しては，Benzécriと林知己夫

先生の影響は今なお歴然として強く，いつまでも

研究者の心に残り忘れ去られることはないでしょ

う．これら先輩である大先生のご冥福を祈ります． 
 
 

訃報 

肥田野直2代目理事長・名誉会員が，2020年1
月 14 日にご逝去されました．謹んで哀悼の意を

表します． 
 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 
 
和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 
慶應義塾大学経済学部 
星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 
E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 
 

 
 
 

（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 
（JOI） DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 
注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 
 
欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
Editorial Managerからご投稿下さい． 
https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul
t.aspx 
植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 
 

 

 

（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 
注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  
（ISSN）0385-7417（print version） 
（ISSN）1349-6964（electronic version） 
 
既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）

に遡って電子化し，JST で運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公

開）しております．電子アーカイブ化・公開には，

創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公

開）の同意を論文著者から得る必要があります．

1999 年の総会以降刊行された論文については，著

作権は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明

確に定められましたが，それ以前に掲載された記

事等の著作権は，明確に定められておりませんで

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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した．電子化し公開するに当たっては，各論文の

著者全員に，本学会への著作権委譲についての文

面をお送りし，多くの著者のご了解をいただきま

した．現在までにお返事をいただいていない著者

の論文は，本来は著者からの権利委譲を待つべき

ですが，「行動計量学」「Behaviormetrika」それ

ぞれ全体の研究上の利便性，研究者の利用の便宜

等を考えて，すでに電子化公開しております．著

作権委譲についてお返事をいただいていない著者

で，電子化し公開することが不都合とお考えの方

は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご

連絡下さるようお願いいたします．公開を中止す

るなど，学会として誠意をもって対応いたします．  
なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 
http://bsj.gr.jp/journals/copyright/ 
に掲載されていますのでご参照下さい． 
 また，「Behaviormetrika」は，2017 年1 月発

行の Volume 44, Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44, Number 1以降はシュプリン

ガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開されま

す（非会員には有償）．Volume 43, Number 2以

前に掲載された論文は，従来通り JSTで運用して

いる電子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公

開されます． 
 
 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2020年2月29日現在） 

正会員       ： 784名 （海外5含む） 
準会員       ： 98名  
名誉会員      ： 22名  
賛助会員      ： 23社  
シニア会員     ： 35名  
計         ： 962名  
学会誌等寄贈先 ： 5件  
 

 

 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 
 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
http://bsj.gr.jp/members/mlist/ 
に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 
 

マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 
ユーザー名：bsj   パスワード：1973 
 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じてメールニュー

スの記事としての掲載および学会ホームページか

らのリンクを行っています． 
 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．
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配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 
会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 
 

会報の広告欄への出稿について 
会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後 2 年を経過しないもの）

など，会員の皆様から原稿を募集しております．

広報依頼の受付のページ 
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 
から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，ご

準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号165 号の場合には4 月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申し上げます． 
不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 
 
編集後記 
年度末のお忙しい中，今号に寄稿いただいた皆

様に，御礼申し上げます．どうもありがとうござ

いました． 

西里先生からは，Jean-Paul Benzécri先生の逝

去を受けて，会報162号に続き貴重なエッセイを

ご寄稿いただきました．この場を借りて御礼申し

上げます． 

会員の皆様方で，エッセイ，ご意見，ご要望，

その他会報に掲載すべきと思われる情報などござ

いましたら広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 
より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

新型コロナウイルスで世界中が騒然としており

ますが，みなさま体調を崩されませぬよう，ご自

愛ください． 

（ふじた たいすけ，藤田 泰昌） 
 
 
題字：林知己夫 
 
広報委員会委員長：尾崎幸謙 

会報作成担当：藤田泰昌，石橋敬介，稲水伸行，岩間

徳兼，上野雄史，大﨑裕子，久保沙織，

水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，朴堯星，

袰岩晶，元山斉 

相談役：中山厚穂 
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